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論文審査の要旨

REG (Regenerating gene)は醇3細胞の再生増殖に関わる遺伝子として分離され、

複数の臓器で損傷・炎症・再生や増殖への関与が報告されている遺伝子群であ

る。本研究は原発性シェーグレン症候群(pSS)において REGの関与を明らかにす

べく、患者の小唾液腺組織における REG遺伝子群の発現、 REG蛋白の発現、患者

血清中の抗REG抗体を検討したものである。

Real-time RT-PCR法では REGIαのmRNAはpSS群は健常群に比べて有意に土

昇しており、モノクローナル抗体を用いた免疫染色で、は pSS患者の小唾液腺導

管上皮にREGIα蛋白の発現を認め、ウエスタンプロット法を用いた検討ではpSS

患者の 11%に血清抗 REGIα抗体が認められた。また、血清抗 REGIα抗体陽性群

全例で生検唾液腺組織に REGIα蛋白の発現を認めたが、陰性群ではREGIα蛋白

の発現は 40同にとどまった。臨床症状の検討では、抗 REGIα抗体陽性群は陰性

群に比べ、有意に唾液腺分泌量が低下し、また、唾液腺造影検査で、高度障害

例が有意に多く認められた。これらの結果は、 REGIαが pSSにおいて唾液腺障

害の進展機序に関連している可能性を示唆しており、 pSSの病態の解明および診

断・治療に繋がる有意義な研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともにシェーグレン症候群

の分子病態学の進歩に寄与するところが大きいと認める。

平成 25 年 11 月 12 日

学位審査委員長

臨床病理診断学

教 授大林千穂

学位審査副委員長

生体防御・修復医学

教 授 I 吉川正英

学位審査委員

口腔・顎顔面機能制御医学

教 授桐田忠昭

学位審査委員

総合臨床病態学

准教授 西尾健治〆

学位審査委員(指導教員)

分子医化学

教 授高津伸


